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●
開
会
日
（
12
月
7
日
）

■
知
事
提
案
説
明

　〜
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
施
策
へ
〜

尾
﨑
知
事
は
初
め
に
、
「
こ
の
秋
の
複
数
の
台
風
、
特
に
、
台
風
第
21

号
は
非

常
に
強
い
風
を
伴
い
、
過
去
10

年
間
で
２
番
目
と
な
る
13

億
円
を
超
え
る
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

被
災
し
た
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
早
期
復
旧
に
加
え
て
、
ハ
ウ
ス
の
高
機
能
化
を
支
援
し
、

県
民
の
生
活
を
支
え
る
県
道
な
ど
の
復
旧
に
つ
い
て
も
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
面
す
る
県
政
の
主
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
「
11

月
１
日
に
発
足
し
た

第
４
次
安
倍
内
閣
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
を
国
難
と
捉
え
、
我
が
国

の
社
会
保
障
制
度
を
全
世
代
型
に
転
換
す
る
と
い
う
大
き
な
改
革
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
今
後
、
詳
細
な
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
施
策
と
な
る
よ
う
、
全
国
知
事
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
に
対
す
る

積
極
的
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
12

月
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
「
台
風
被
害
へ
の
対
応
な
ど
の
経
費
と
し

て
14

億
５
千
万
円
余
り
を
計
上
し
た
」
と
述
べ
、
最
後
に
、
今
回
提
案
し
た
議

案
28

件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
土
森
正
典
委
員
長
が
、
平
成
28

年
度
会
計
決
算
の
審
査

結
果
を
報
告
し
、
採
決
の
結
果
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
議
案

２
件
を
可
決
し
、
決
算
議
案
22

件
を
認
定
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
12
月
12
日
〜
14
日
）

８
名
の
議
員
が
、
「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」
や
介
護
職
員
の
人
材
確
保
、
ル

ネ
サ
ス
高
知
工
場
の
承
継
先
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
12
月
15
日
〜
19
日
）

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
28

件
を
可
決
し
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
４
件

を
不
採
択
と
し
、
１
件
の
取
下
げ
を
承
認
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
12
月
21
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
28

件
を
可
決
し
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
４
件
を
不
採
択
と
し
、

１
件
の
取
り
下
げ
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
出
さ
れ
た
３
件
の
議
案

の
う
ち
人
事
議
案
２
件
に
同
意
し
、
第
29

号
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
議
案
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
５
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
人
事
委
員
会
に
意
見
を
求
め
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
、

総
務
委
員
会
へ
の
付
託
、
審
査
、
総
務
委
員
長
報
告
（
坂
本
孝
幸
委
員
長
）
、

修
正
動
議
の
提
出
、
討
論
を
経
て
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
修
正
案
を
否
決
の
上
、

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
議
案
に
つ
い
て
は
、
２
件
の
う
ち
１
件
を
可
決

し
、
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

12

月

定

例

会

の

概

要

会
期
　
12
月
７
日
〜
12
月
21
日 

【
15
日
間
】

「志国高知 幕末維新博」第二幕のメイン会場として4月21日にリニューアルオープンする高知県立坂本龍馬記念館（新館）

主な内容

＊12月定例会

 本会議の質問…………………… ２～３面

 主な審議の結果………………………３面

 常任委員会委員長報告要旨…………４面

＊委員会活動

 常任委員会の動き……………………４面

＊その他の記事

 県議会議員が高校生との意見…………３面

　交換会に参加しました

＊お知らせ

 2月定例会の日程 ……………………３面

ほか
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水
産
振
興
部
長
　
四
万
十

川
下
流
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
、

ヒ
ト
エ
グ
サ
の
人
工
採
苗
施
設
の
整

備
と
人
工
採
苗
技
術
の
普
及
、ス
ジ

ア
オ
ノ
リ
養
殖
の
事
業
化
な
ど
を
支

援
し
、
平
成
25

年
か
ら
国
の
ソ
フ
ト

事
業
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、同
漁

協
に
よ
る
加
工
販
売
が
始
ま
っ
て
い

る
。
長
期
的
な
減
少
傾
向
に
つ
い
て

は
、
水
温
や
塩
分
な
ど
生
育
環
境
の

変
化
の
影
響
と
考
え
て
い
る
。

答
　
高
知
県
の
５
つ
の
地
域
団

体
商
標
に
四
万
十
川
の
青
の
り

（
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
）
と
青
さ
の
り

（
ヒ
ト
エ
グ
サ
）
が
あ
る
が
、
ど

ち
ら
も
近
年
は
生
産
量
の
減
少

が
続
い
て
い
る
。
そ
の
原
因
と

支
援
策
を
聞
く
。

問

　
地
域
福
祉
部
長
　
認
知
症

の
方
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
を
訪

問
し
、
早
期
に
必
要
な
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
平
成
30

年
４
月
ま
で
に
全
市
町
村
で
設
置

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
誰

も
が
気
軽
に
集
え
る
認
知
症
カ

フ
ェ
は
21

市
町
村
70

カ
所
ま
で
広

が
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
講
座
は
５
万
人
に
受
講
し
て
い

た
だ
い
た
。
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

対
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

答

　
教
育
長
　
年
度
当
初
の
学
級

開
き
や
異
学
年
交
流
に
お
け
る
人

間
関
係
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に
効

果
的
だ
と
考
え
る
の
で
、
今
後
の
取

組
の
参
考
に
し
た
い
。
ま
た
、
個
々
の

教
員
が
自
己
研
さ
ん
に
努
め
る
中
で
、

こ
の
教
室
の
理
論
等
を
学
び
実
践
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

答
　
「
ひ
ら
め
き
体
験
教
室
へ
よ

う
こ
そ
」
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ

た
書
籍
と
し
て
興
味
深
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
既
に
県
の
教
職

員
研
修
で
も
紹
介
や
演
習
が
な

さ
れ
て
い
る
「
ひ
ら
め
き
体
験

教
室
」
を
多
く
の
小
・
中
・
高
校

で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

問

　
認
知
症
の
方
に
対
す
る
生

活
支
援
や
地
域
で
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護

す
る
家
族
へ
の
支
援
も
重
要
だ

と
思
う
が
、
所
見
を
聞
く
。

問

認知症サポーター養成講座

ルネサス高知工場

　
地
域
福
祉
部
長
　
今
年
４

月
の
介
護
報
酬
改
定
で
、
月
額
平

均
１
万
円
相
当
を
上
乗
せ
す
る
新

た
な
加
算
区
分
が
設
け
ら
れ
、
本
県

独
自
の
支
援
を
行
っ
た
48

法
人
が

答

加

算

を

取

得

し

た

。
加

え
て
、

2
0
1
9
年
10

月
か
ら
勤
続
10

年

以
上
の
介
護
福
祉
士
に
月
額
平
均

８
万
円
相
当
の
処
遇
改
善
を
実
施

す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
今
後
も

国
の
動
向
を
注
視
し
、
全
国
知
事

会
と
連
携
し
な
が
ら
政
策
提
言
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
団
塊
の
世
代
が
全
員
75

歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5
年

に
は
、
県
内
で
約
9
0
0
人
の

介
護
人
材
の
不
足
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
進

め
て
い
く
の
か
。

問

　
知
事
　
今
回
の
条
約
は
、
世

界
1
2
2
の
国
ま
た
は
地
域
の
賛

成
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
の

多
く
の
方
々
に
被
ば
く
さ
れ
た
方
々

へ
の
支
援
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
ま
た
、

我
が
国
は
賛
成
し
て
い
な
い
が
、
日

本
国
民
に
も
被
ば
く
者
の
存
在
と

支
援
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た

こ
と
は
、
元
船
員
の
方
々
に
と
っ
て
も

大
変
心
強
く
意
義
深
い
も
の
と
考

え
る
。

答
　
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
成
立

に
貢
献
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
、
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

選
ば
れ
た
。
第
６
条
に
は
核
実

験
の
被
ば
く
者
に
対
す
る
医
療

や
経
済
的
支
援
が
明
記
さ
れ
、

ビ
キ
ニ
事
件
の
元
船
員
と
関
係

者
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持

つ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問

　
知
事
　
国
保
料
の
子
供
に
係

る
被
保
険
者
均
等
割
の
軽
減
措
置

を
全
国
に
先
駆
け
実
施
す
る
こ
と

は
、
法
令
上
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
や
、
減
収
と
な
る
国
保
料

に
か
わ
る
多
額
の
財
源
が
課
題
と

な
る
。
今
後
も
全
国
知
事
会
を
通

じ
、
制
度
導
入
を
要
望
し
て
い
く
。

答
　
課
題
解
決
先
進
県
と
し
て
、

子
供
を
持
つ
家
庭
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
子
供
に
係
る
国

保
料
の
均
等
割
の
軽
減
を
全
国

に
先
駆
け
て
実
施
し
、
国
制
度

と
し
て
の
実
現
を
迫
っ
て
は
ど

う
か
。

問

【
ネ
ウ
ボ
ラ
】
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
供
の
就
学

前
ま
で
の
間
、
母
子
と
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
目
的
で
地
方
自
治
体
が
設

置
・
運
営
す
る
拠
点
。

米田　　稔

（日本共産党）

　
地
域
福
祉
部
長
　
県
の
地
域

防
災
対
策
総
合
補
助
金
に
よ
る
一

般
的
な
支
援
策
は
あ
る
が
、
長
期
浸

水
に
よ
る
滞
在
の
長
期
化
な
ど
を
踏

ま
え
れ
ば
、
市
町
村
で
も
要
配
慮
者

を
念
頭
に
置
い
た
検
討
が
必
要
だ
と

考
え
る
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
そ

れ
を
活
用
し
た
訓
練
、
施
設
の
改
善

や
必
要
な
資
機
材
の
整
備
も
含
め
て
、

市
町
村
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
要
配
慮
者
が
津
波
避
難
ビ

ル
や
緊
急
避
難
場
所
に
避
難
し
、

一
時
的
に
滞
在
可
能
な
環
境

を
ど
う
整
え
る
の
か
。
ま
た
、
全

て
の
避
難
施
設
に
分
か
り
や
す

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
常
備
し
、
受

け
入
れ
る
側
の
日
頃
の
勉
強
会

や
訓
練
を
支
援
す
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
。

問

　
知
事
　
ル
ネ
サ
ス
社
に
は
、
単

に
雇
用
の
継
続
に
と
ど
ま
ら
ず
、
承

継
先
の
確
保
を
第
一
義
と
し
て
全

力
を
挙
げ
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
申

し
入
れ
て
い
る
。
県
と
し
て
も
、
極
め

て
業
界
内
の
情
報
に
詳
し
い
専
門
家

を
雇
い
、よ
り
確
度
の
高
い
ア
プ
ロ
ー

チ
に
転
換
し
て
い
る
。
さ
ら
に
広
く

情
報
を
収
集
し
、
何
と
し
て
も
承
継

先
を
確
保
し
た
い
。

答
　
知
事
は
今
定
例
会
の
提
案

説
明
で
、
ル
ネ
サ
ス
高
知
工
場

の
平
成
30
年
５
月
末
の
閉
鎖
に

向
け
、
承
継
先
の
確
保
を
必
ず

成
し
遂
げ
る
決
意
を
述
べ
た
が
、

そ
こ
ま
で
言
い
切
れ
る
裏
付
け

を
聞
く
。

問

　

農
業
振
興
部
長
　
新
セ
ン

タ
ー
で
は
、
牛
の
内
臓
を
十
分
に
洗

浄
し
て
衛
生
面
の
付
加
価
値
を
高

め
る
と
と
も
に
、
枝
肉
の
競
り
や
部

分
肉
加
工
業
者
の
一
本
化
で
効
率

化
を
図
る
。
さ
ら
に
、
部
分
肉
の
卸

答

売
り
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
も
取

り
組
み
、
初
年
度
か
ら
黒
字
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
の
形
成
な
ど
を
着
実
に
推
進

し
て
増
頭
を
図
る
。

　
Ｊ
Ａ
と
県
等
が
出
資
す
る

新
会
社
が
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
主
体
と
な
り
、
36
億

円
程
度
の
整
備
費
を
負
担
す
る

方
向
が
了
承
さ
れ
た
。
現
在
は

年
３
千
万
円
台
の
赤
字
だ
が
、

新
セ
ン
タ
ー
の
黒
字
化
に
向
け

た
取
組
と
と
畜
頭
数
の
確
保
に

つ
い
て
聞
く
。

問
新
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

と
と
畜
頭
数
の
確
保

坂本　茂雄
（県民の会）

加藤　　漠
（自由民主党）

石井　　孝
（県民の会）

西内　　健
（自由民主党）

　

地
域
福
祉
部
長
　
妊
娠

期
か
ら
の
総
合
相
談
窓
口
の
役
割
を

担
う
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
平
成
30

年
度
ま
で
に
17

市

町
村
に
設
置
さ
れ
、
出
生
数
の
多
い

地
域
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き
る
見
込
み
。

他
方
、
交
流
の
場
を
提
供
す
る
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
48

カ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
十
分
に
カ
バ
ー

で
き
て
い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
新

設
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

答
　
県
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
と
し

て
、
高
知
版
ネ
ウ
ボ
ラ
を
推
進
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の

課
題
と
今
後
の
対
応
を
聞
く
。

問
高
知
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
推
進

ル
ネ
サ
ス
高
知
工
場
の

承
継
先
の
確
保

災
害
時
要
配
慮
者
へ
の

支
援

子
供
に
係
る
国
保
料
の

均
等
割
の
軽
減

核
兵
器
禁
止
条
約
成
立

の
意
義

介
護
職
員
の
処
遇
改
善

認
知
症
に
対
す
る

総
合
的
な
支
援

四
万
十
川
の
青
の
り
と

青
さ
の
り

ひ
ら
め
き
体
験
教
室
の

小
・
中
・
高
校
で
の
活
用

12月定例会本会議の質問

質
問
者
（
質
問
順
）

十
二
月
十
二
日

　西
内

　
　健

　坂
本

　茂
雄

　米
田

　
　稔

十
二
月
十
三
日

　加
藤

　
　漠

　石
井

　
　孝

　下
村

　勝
幸

十
二
月
十
四
日

　依
光

　晃
一
郎

　土
森

　正
典

̶2̶



12月定例会 主な審議の結果
●可決された議案（56議案）※同意または認定を含む

知事提出議案（55議案）

予算議案（6議案）

・平成29年度高知県一般会計補正予算（約14億5千万円） ほか5議案

条例議案（10議案）

・高知県国民健康保険法施行条例議案 ほか9議案

決算議案（22議案）

・平成28年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか21議案

その他議案（17議案）

・平成30年度当せん金付証票の発売総額に関する議案 ほか16議案

議員提出議案（1議案）

意見書議案（1議案）
・地方交付税の削減に反対し、交付税総額の確保を求める意見書議案

●否決された議案（1議案）

議員提出議案（1議案）

意見書議案（1議案）
・生活保護の削減に反対し、生活保護基準の復元を求める意見書議案

●否決された修正案
・職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例議案に対する修正案

●不採択とされた請願（4件）
・すべての子どもにゆきとどいた教育をすすめるための請願について（請第1-1号・請第1-2号）
・教育費負担の公私間格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求める私学助成
の請願について（請第2-1号・請第2-2号）

●取下げ承認された請願（1件）
・難病医療費助成制度における診断書料の公費助成制度創設を求める請願について
（請第3号）

※議案に対する各議員の賛否の状況は、高知県議会ホームページでご確認いただけます。 

　来

年

度

の

明

治

維

新

1
5
0
年
に
向
け
て
、
薩
土
盟

約
、
大
政
奉
還
建
白
書
、
五
箇
条

の
御
誓
文
、
吉
田
茂
総
理
の
日

本
国
憲
法
案
審
議
の
資
料
を
一

堂
に
集
め
、
流
れ
を
分
か
り
や

す
く
整
理
し
、
観
光
の
目
玉
と

す
る
企
画
展
示
を
計
画
し
て
は

ど
う
か
。

問

（自由民主党）

依光　晃一郎

　
知
事
　 

介
護
事
業
所
全
体

の
良
好
な
職
場
環
境
の
整
備
を
促

進
し
、
介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
さ
ら
に
は
利
用
者
の
生
活
の

質
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
つ
な
が
る
好

循
環
を
実
現
さ
せ
た
い
。
そ
の
上
で
、

小
規
模
な
事
業
所
で
も
認
証
が
取

得
で
き
る
よ
う
個
別
の
支
援
を
行
い
、

高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
必
要
と
な
る
介
護

人
材
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

答
　
県
が
進
め
る
認
証
評
価
制

度
は
、
人
材
不
足
に
苦
し
む
介
護

事
業
所
を
助
け
、
イ
メ
ー
ジ
の
改

革
に
つ
な
が
る
意
欲
的
な
取
組

と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
が

目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い
て
聞
く
。

問
介
護
事
業
所
認
証
評
価

制
度
が
目
指
す
べ
き
姿

明
治
維
新
１
５
０
年
の

企
画
展
示

　知
事
　
過
疎
地
域
の
高
齢
化

率
は
こ
の
５
年
間
で
4
・
4
％
上
昇

し
て
41
・
7
％
と
な
り
、
人
口
減
少

と
相
ま
っ
て
集
落
の
小
規
模
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
待
っ
た
な
し
の

状
況
と
受
け
止
め
て
い
る
。
県
内
各

地
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
や
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
生

活
を
守
る
施
策
と
産
業
を
つ
く
る

施
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

答

　教
育
長
　
職
場
体
験
学
習

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
地
域

を
支
え
る
人
々
の
思
い
や
先
人
の
偉

業
を
学
び
、
学
校
支
援
地
域
本
部
で

地
域
へ
の
愛
着
な
ど
を
育
ん
で
い
る
。

道
徳
の
教
科
化
に
当
た
っ
て
、
地
域

の
伝
統
や
偉
人
を
教
材
化
し
た「
高

知
の
道
徳
」の
改
訂
を
進
め
て
お
り
、

高
知
城
歴
史
博
物
館
な
ど
を
有
効

利
用
し
た
体
験
的
な
学
習
も
推
進

し
て
い
き
た
い
。

答

　来
年
度
か
ら
始
ま
る
道
徳

の
教
科
化
を
踏
ま
え
、
子
供
た

ち
の
家
族
・
地
元
・
郷
土
愛
を
ど

う
育
む
の
か
聞
く
。

問
家
族
・
地
元
・
郷
土
愛
を

育
む
教
育
の
推
進

　平
成
28
年
度
高
知
県
集
落

調
査
に
よ
る
と
、
2
7
0
の
集

落
で
人
口
増
、
1
9
7
6
の
集

落
で
人
口
減
と
、
中
山
間
地
域

の
厳
し
い
現
状
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
今
後
の
施
策
に

生
か
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

問

（自由民主党）

土森　正典

中
山
間
地
域
の
厳
し
い

現
状
と
今
後
の
施
策

　観
光
振
興
部
長
　 

全
国
的

に
節
目
の
年
で
、
お
話
の
資
料
の
年

間
展
示
計
画
は
既
に
決
ま
っ
て
お
り
、

本
県
に
集
め
て
展
示
す
る
こ
と
は
か

な
わ
な
い
が
、
土
佐
が
リ
ー
ド
し
た

歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
立
て
に
つ
い
て
は
、

専
門
家
に
相
談
し
て
取
り
組
み
た

い
。
幕
末
維
新
博
で
は
、
来
年
も
貴

重
で
魅
力
あ
る
資
料
の
展
示
に
向

け
た
取
組
を
続
け
て
い
き
た
い
。

答

　来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
高
知

み
ら
い
科
学
館
で
は
、
高
知
県
で

最
も
早
く
天
体
観
測
を
行
っ
た

谷
秦
山
の
業
績
を
紹
介
し
、
土

佐
の
先
人
に
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
企
画
を
考
え
て
い
る
か
。

問

　教
育
長
　
「
高
知
の
科
学
・

も
の
づ
く
り
ゾ
ー
ン
」
に
科
学
の
先

人
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

細
川
半
蔵
が
設
計
し
た
か
ら
く
り

人
形
の
技
術
や
谷
秦
山
な
ど
の
業

績
を
紹
介
す
る
予
定
だ
。
子
供
た

ち
に
科
学
の
世
界
に
目
を
開
か
せ
、

宇
宙
・
天
文
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
入
り
口
と
な
る
よ
う
高
知
市

と
協
議
し
て
い
く
。

答
高
知
み
ら
い
科
学
館
に

お
け
る
谷
秦
山
の
企
画

　
第
４
次
産
業
革
命
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
等
）に
お
け
る
国
の
動
向
に

対
す
る
県
の
対
応
を
聞
く
。

問
　
知
事
　
平
成
28
年
７
月
、Ｉ
ｏ

Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ
る
本
県
の
課
題

解
決
と
産
業
創
出
を
目
指
す
高
知

県
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
研
究
会
を
設
立

し
、
会
員
が
1
2
3
事
業
者
ま
で
拡

大
し
て
い
る
。
次
世
代
型
ハ
ウ
ス
や
林

業
機
械
の
分
野
な
ど
、
現
段
階
で
も

取
組
が
進
も
う
と
し
て
い
る
が
、
今

後
も
県
外
の
大
企
業
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
技

術
な
ど
の
実
証
実
験
の
提
案
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

答

（自由民主党）

下村　勝幸

第
４
次
産
業
革
命
へ
の

対
応

２月定例会の日程２月定例会の日程２月定例会の日程

 2月  22日 (木) 開　会

 3月   1日 (木) 質疑並びに一般質問

  　　 2日 (金)   　　 〃　 

  　　 5日 (月)   　　 〃　 

  　　 6日 (火)   　　 〃　 

  　　 7日 (水)   　　 〃  （一問一答方式）

  　　 8日 (木)  　　 〃  （一問一答方式）

  　　 9日 (金) 常任委員会

       12日 (月) 　 　〃

       13日 (火)  　　 〃

       14日 (水)  　　 〃

       15日 (木)  　　 〃

       16日 (金)  　　 〃

       20日 (火) 閉　会

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

※日程は変更になる場合があります。
傍聴の際は、議会事務局議事課（TEL 
088-823-9534）までご確認ください。

※定例会、委員会の開催予定及び傍聴の
方法は高知県議会ホームページにも掲
載しています。

県議会議員が高校生との意見
交換会に参加しました

高校生の社会への関心や政治参加の意識等を高め

ることを目的とした意見交換会が県内3会場で実施さ

れ、県議会議員が参加しました。

各会場とも、簡単に結論の出ない難しいテーマに対

する議論が展開され、高校生、県議会議員の双方にと

って大変有意義な時間となりました。

11月14日（火） 中村高等学校（核兵器禁止条約、幡多地域の高校統廃合）

　2月 1日（木） 山田高等学校（国際協力・交流、雇用・農業）

　2月 6日（火） 安芸高等学校（成人年齢の引き下げ）

○生中継を下記ケーブルテレビ局で放送しています。
●高知ケーブルテレビ

●西南地域ネットワーク
●よさこいケーブルネット
●香南ケーブルテレビ
●四万十町ケーブルネットワーク
●むろと光サービス
●黒潮町ケーブルテレビ

… 716ch（3月5日、6日）
　 714ch（3月20日）
　 718ch（上記以外）
… 111ch
… 851ch
… 112ch
… 111ch
… 111ch
… 11ch,111ch

本会議の審議の様子をインターネットとケーブルテレビで
生中継しています。

インターネット ケーブルテレビ

○高知県議会ホームページの「議会中継」からご
覧いただけます。

○ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）にて、平成25年
度以降の録画中継もご覧いただけます。

○スマートフォン・タブレットなどでもご視聴可能
です。

［URL］ http://gikai.pref.kochi.lg.jp/

議会中継

中村高等学校での意見交換会の様子
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「こうち県議会だより」の点字版・カセットテープ版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局議事課（TEL 088-823-9536）へ。 ̶4̶

産業振興土木委員会産業振興土木委員会

■産業人材育成研修委託料について
執行部から、産学官民連携セン

ターで実施しているビジネス研修「土

佐まるごとビジネスアカデミー」（土佐

ＭＢＡ）の実施に関する委託料で、現

在の委託契約期間が本年度末までの

ため、平成30年４月の開講に向けて

委託事業者を本年度中に決定して複

数年契約を行おうとするものであると

説明があった。

委員から、他県の取組と比べた本

県の特徴は何かと質疑があった。

執行部から、経営者向けの連続講

座などを単体で行っている自治体は

あるが、本県は「全国一学びの機会が

多い高知県」を目指し、初心者を対象とした講座からビジネスの実践的な講座まで総

合的な「学びのプラットフォーム」として実施していることが特徴であると答弁があっ

た。

委員から、高知工科大学との連携はどうなっているかと質疑があった。

執行部から、同大学の先生が講師となっている講座もあり、あわせてコースの監修

講師として来年度の事業管理コースやマーケティング・商品開発コースについて、どのよ

うなカリキュラムに改善していくのか相談していると答弁があった。

■高知県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例議案について
執行部から、今回の改正は公営住宅法の一部改正を踏まえ、県営住宅の入居者が認

知症患者等であるため収入の申告をすることが困難であると認められる場合には、県

が把握した当該入居者の収入に基づき家賃を決定することができるようにするもので

あると説明があった。

委員から、認知症であるとの認定はどのように行うのかと質疑があった。

執行部から、基本は医師の診断書であるが、国の通知では医療や介護に従事する

職員の意見書等でもよく、必ずしも認知症と特定しなくてもよいことになっている。家賃

については、市町村から提供を受けた課税情報等を基に収入を認定した上で決定する

こととなると答弁があった。

土佐ＭＢＡの様子

商工農林水産委員会商工農林水産委員会

■商工会議所、商工会に対する不適正な補助金支出の事案について

執行部から、須崎商工会議所に対する不適正な補助金支出の事案を踏まえ、他の商

工会議所、商工会に追加監査等を実施した結果、土佐清水商工会議所、南国市商工会、

香美市商工会においても、平成24年度から28年度に支出した補助金について、事務局

長人件費等の補助要件を満たしていなかったことが判明した。さらに土佐清水商工会

議所では、平成27年度及び28年度の経営指導員人件費に係る補助金についても要件

を満たしていなかった。また、これらの不適正な補助金交付申請にあたり、南国市商工

会では組織として不正の意図があったと認められ、須崎商工会議所においても一定の

不正の意図があったと認められると報告があった。

委員から、県が行ってきた監査の質、チェック体制に問題があったと思われる。商工

会、商工会議所の公表資料とはいえ、会員数や商工業者数を確認するなど、しっかりし

た監査をしていればこのような結果にはならなかったのではないかと質問があった。

執行部から、近年の監査は資金使途の確認などに重点を置いて実施してきた一方で、

会員数や商工業者数の全件調査まではしていなかったことなど、反省すべき点が多々

ある。今回の事態を教訓とし、発生原因の分析をしっかりと踏まえ、会員数及び商工業

者数の確認方法や検査体制の見直しなど、今後の監査のあり方を検討していくと答弁

があった。

委員から、商工会、商工会議所は、地域の商工業者に対して経営指導や支援を行う

公の立場にありながら、こうしたことを行っていたことは商工業者からの不信感がぬぐ

えないものである。特に組織として不正の意図が認められることは、組織の体質そのも

のが大きな問題であり、その改善に向けた指導にあたっては厳しい対応を求めると要

請があった。

別の委員から、組織の体質に問題があるところはしっかりと改善していくとともに、

地域の商工業者にとって魅力ある商工団体にしていく視点も重要だと思うがどうかと質

問があった。

執行部から、人口減少などで経営環境が厳しくなっている中で、地域の事業者の発

展を支えていくため、商工会、商工会議所には自らの経営計画を見直してもらい、地域

の商工業者から、「会員になれば自分たちの事業が発展する」という期待と信頼を持っ

てもらえる組織となるよう、改めて県としての支援を検討していくと答弁があった。

12月15日、19日（12月定例会中）
付託された7件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

産業振興土木委員会の動き（１２月）

11月24日
ルネサス社高知工場の集約に係る取組について。

12月4日
ルネサス社への要請活動等（東京都）。

12月15日、19日（12月定例会中）
付託された4件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

商工農林水産委員会の動き（11～12月）

12月15日、19日（12月定例会中）
付託された9件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願2件、意見書案2件を審査。請願1件の取下げを承認。

危機管理文化厚生委員会の動き（12月）

危機管理文化厚生委員会危機管理文化厚生委員会

■動物愛護推進事業費について
執行部から、小動物管理センターや収容さ

れている動物について周知を図り、譲渡につ

なげるほか、動物の適正飼育、終生飼養につ

いての広報などに要する経費であると説明が

あった。

委員から、離乳前の子猫をボランティアに

預けるミルクボランティア制度の開始時期はい

つごろを予定しているのかと質疑があった。

執行部から、保健所や小動物管理センター

と協議を行っており、今年度内には開始したい

と考えていると答弁があった。

委員から、現在検討されている動物愛護セン

ターの完成予定はいつか。また、候補地について

はどのように考えているのかと質疑があった。

執行部から、現在幾つかの候補地を検討しているが、ある程度人が集まる場所で、

騒音や排水などクリアすべき課題もあり、他県でも設置場所の選定に時間を要してい

る。できるだけ早期に建設できればと考えている。候補地については、県有地だけでな

く市や民間の土地も含めて最適な場所を検討していくと答弁があった。

■オリンピック・パラリンピック東京大会事前合宿招致事業委託料について
執行部から、バドミントン日本代表合宿を本県で開催するための経費であり、合宿を通

じて県民のスポーツに対する関心を高め、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技

大会に向けた機運の醸成を図るとともに、バドミントン日本代表との関係をより強固なもの

とし、シンガポールバドミントンチームの事前合宿につなげていきたいと説明があった。

委員から、金メダリストと触れ合う機会があると夢があり、力もわくと思うが、県内の

学生や選手が合宿中の日本代表選手と交流する機会は得られるかと質疑があった。

執行部から、高知県バドミントン協会を通じて、日本バドミントン協会に、子供などが

合宿を間近で見られる取組や、県内の有力選手や指導者を対象とした、日本代表の

コーチから実技指導などが直接受けられる機会の提供などを要請していると答弁が

あった。

12月15日、18日、19日、21日（12月定例会中）
付託された12件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願2件、意見書案1件を審査。

総務委員会の動き（12月）

小動物管理センターの譲渡用猫舎

総 務 委 員 会総 務 委 員 会

■高知市及び高知県における「れんけいこうち広域都市圏」の取組の推進
に係る連携協約に関する議案について
執行部から、高知市を中心とし、県内全市町村を圏域とする「れんけいこうち広域

都市圏」の取組を推進し、県勢浮揚につなげていくため、連携協約を締結するもので

あると説明があった。

委員から、市町村においては、この取組について特別交付税の措置を受けるためで

なく、本当に必要な事業として行おうという議論となっているかと質疑があった。

執行部から、各市町村議会において今まさに議論中であり、後日、議論の内容を共

有することとしている。国の特別交付税や県の支援に関わらず、連携事業に関連する

取組を行い、相乗効果が増すものについて財政支援を行うものであり、財政支援を受

けるために事業を行おうとするものではないと考えていると答弁があった。

委員から、この取組について、県議会はどのように関わっていけるのかと質疑があっ

た。

執行部から、県からの補助については、予算議案として議会の承認を受ける必要が

あるし、高知市が行う事業の進捗状況などについても、定期的に議会に報告させてい

ただくと答弁があった。

■大川村議会維持対策検討会議の中間取りまとめについて
執行部から、大川村と高知県は、若者が定着できる大川村をつくること、村議会を

維持することに全力で取り組む。そのため、大川村プロジェクトの加速化により若者の

定着を進め、人口減少を克服していくとともに、村議会議員に立候補しやすい環境をつ

くると説明があった。

委員から、検討会議の中間取りまとめの中に、女性の参画という視点は反映されてい

るかと質問があった。

執行部から、アンケートの中では、女性で議員になってくれる方はいないだろうかと

いう声もあったが、若者の参画を求める意見が圧倒的に多く、女性を含む若者との意

見交換を行ったところであり、女性の参画に限定した視点は議論の経過にもなく反映さ

れていないと答弁があった。

さらに委員から、女性議員の進出も踏まえて議論をしていくことで、先駆的な議論に

なっていくのではないかと意見があった。
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